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1 目的 

 この報告の目的は，現代の日本社会において家業がどのように，どのような個人によって継承され

るかの一端を明らかにすることにある．親が家業を営んでいる場合には，子どものライフコース上に

その家業を継ぐかどうかを選択する機会が生じる．ただし，そもそも継ごうと思うかや，どのタイミ

ングで継ぐかなどは，個人属性や家業の内容，ライフコース展望によって異なると考えられる．それ

だけでなく，親の年齢や家族のライフステージといった，時とともに変化しうる要因が影響すること

も予想される．だが，その関連メカニズムについては明らかにされていない点が多いのが現状である． 

 

2 方法 

 そこで，東大社研パネル調査（JLPS）データに含まれている家業継承にかんする変数を用いて，

家業の継承や継承希望とその変化についての記述分析・パネルデータ分析をおこなう．具体的には，

入職経路を示す変数のうち「家業を継いだ（家業に入った）」を選択しているかや，入職理由として

「家業を継ぐため」を選んでいるか，10 年後の働き方希望について「親の家業を継いでいたい」と

回答しているかどうかに着目し，それらと個人属性や世帯状況のかかわりについて検討する． 

 

3 結果 

 分析の結果，初職入職時から家業を継続している人，現職で家業に入職した人いずれについても，

女性よりも男性の比率が高いことが示された．また，全体のケース数は少ないものの，男性かつ長男

にあたる個人が家業を継いでいる比率が高かった．家業の継承希望についても，男性のほうが継承を

希望しやすかった．さらに，学歴が高いほうが家業の継承を希望しにくいことも明らかになった．よ

り詳細な結果については，当日口頭および配布資料にて報告する． 

 

4 結論 

 以上から，家業の継承を希望するのも実際に家業を継ぐのも，相対的に男性が多いことを指摘でき

る．さらに，実際に家業を継承した人のなかでは長男の比率が高く，子どもが複数いる家族では，長

男が家業を継承する役割を担いやすいのではないかと考えられる．ただし，高学歴であることや家族

のライフステージなどの影響もみられ，現代日本においては，必ずしも家業にとらわれないライフコ

ース選択がなされているといえる． 
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